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本研究は複数の関連する集合知の情報を再構成することで，単体の集合知の利用ではできなか  

った新しい知識創出を目指した．まず，ソーシャルブックマーク，百科事典作成，Q＆Aサイト  

の各集合知を利用する藤倉の問題点を指摘した．次に，複数の集合知を組み合わせ，これらの問  

題を解決可能な，回答の補完，百科事典の項目に対する意見付与，意味的な類似キーワードの付  

与の3例を示した．これらを実現するための，集合知の再構成手法を検討し，プロトタイプシス  

テムの実装を行った．  
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In this researchwe propose a new reconstruCtion method thatintends to create a  

COmbination ofknowledgefrom collectiveintelligence．At丘rst，We eXamined some  

problems on use ofsingle co11ectiveinteuigence・Tb soIve these problems，We Put  

multiple couectiveintelligence togetherandreconstruCt．W占reportthis methodand  

theprototypesystem．  

1．はじめに   

近年，インターネット回線の普及やパソコン，  

携帯電話を初めとしたインターネットへの接続機  

器の普及などにより，個人個人が自由にⅥ屯b上  

のコンテンツを入手したり，公開したりすること  

が活発に行われている．こうした動きの中で，集  

合知と呼ばれる新しい形成法によって構築された  

コンテンツが注目を浴びている．集合知の特徴の  

一つとして，誰もが自由に知識を形成できるとい  

う点がある．不特定多数の人がコンテンツを構成  

しているため，多種多様な個別の知識が蓄積され，  

その結果 個人で持っには，到底不可能な量にな  

るとともに，それぞれが得意分野の知識を持ち寄  

ることで，質的にも高度な知識になる．   

そこで，このような集合知の特徴をいかした，  

サービスが増えてきた．例えば，（1）特定のウェ  

ブページに対して，ソーシャルブックマークサイ  

トにおけるブックマーク数をまとめて表示すると  
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いったサービス【1】，（2）ソーシャルブックマー  

クを用いてサーチエンジンの検索精度を向上させ  

る研究【乳（3）1次資料とウェブ資源を結びつ  

けるためにⅦkpe鮎aを用いる研究【3】といった  

ものがある・（1），（2）では，集合知が持っ情報  

の一部を利用して既存のサービスの情報亀質の  

向上を行っている．（3）では，既存の知識と集合  

知の知識の融合を目指している．   

しかし，これらの研究やサービスでは，集合知  

に含まれるごく一部の情報を用いただけであり，  

集合知が持つ多種多様な知識を十分に活用してい  

るものとはいえない．そこで本研究では，各集合  

知の性質を踏まえ，複数の集合知を融合すること  

で，知識創出を目指した．   

2．集合知  

2．1定義   

集合知とは，優れた個人の意見よりも，集団の  

意見を集約したものが正しい場合があるという，  

群衆の知恵のことである．集合知としての群衆の  

知恵が形成されるための条件として以下の4点を  

挙げられるk】．  

・個が互いに独立していること  

・個が分散していること  

・個が多様であること  

・個を集約する優れた仕組みがあること  

インターネットにおける個とは，それぞれコンテ  

ンツを製作するユーザである．インターネットに  

おいて集合知が注目された理由には，コミュニケ  

ーションコストが極めて低く，上記の条件を矛盾  

なく成立させ，多数の参加者を集めるようなシス  

テム設計が可能であるということがある［5】．本研  

究においても，これら4点を矛盾なく成立させて  

集合知を利用することを目指す．   

2．2 集合知のタイプ   

現在，集合知と呼ばれるサービスは多く行われ  

ている．本研究では，Q＆Aサイト，百科事典作  

成 ソーシャルブックマークという利用目的の異  

なる3つの集合知を再構成の対象とした．  

・Q＆Aサイト   

Q＆Aサイトとは，不特定多数の人に対して，  

質問と回答を提供するサイトのことである．質問  

文に対して，他のユーザは自由に回答し，これら  

の質問文や回答文が蓄積され，公開されていくこ  

とで同様の疑問を持つ人にとって有用な情報とな  

る．このようなシステムの代表例として，「由ム00！  

知恵袋k］や0Ⅹw抑e【7】などがある．Q＆Aサイト  

の特徴として，各質問に対して，人が直接答える  

ことから，質問の意図に沿った回答が得られる可  

能性が高いという点があげられる．しかし，逆に  

答える人が決まっていないために，必ず回答がつ  

く保証はないのが問題点である．  

・百科事典作成   

百科事典型の集合知にW鮎pe心a匝］がある．  
Ⅶ抽e出且では，各ユーザが自由に項目や説明文，  

関連項目などの入九 修正を行うことができる．  

不特定多数によって構築されているため，特に統  

制されることなく，話題になった項目が自由に書  

き込まれる．その結果，英語版では約203万語，  

日本語版では約42万語という多くの見出し語が  

存在する（2007年10月現在）．しかし，その一  
方で，不特定多数が自由に記入することが可能で  

あるため，専門家のみによって構築された従来の  

百科事典と比べると信頼性にかけるという問題が  

存在する．  
・ソーシャルブックマーク   

ソーシャルブックマークは，インターネット上  

でブックマークを共有する仕組みである．ソーシ  

ャルブックマークを提供しているWらbサイトと  

して，はてなブックマーク別や，Buzzd［10】な  

どがある．これらのソーシャルブックマークでは  

タグと呼ばれるキーワードを自由に付与すること  

で組織化を行う．これによって，共通のタグを介  

して関連する項目を調べることが可能である．反  

面 ユーザはタグを自由に付与することができる  

ため，語の統制がとれず，同じ意味であってもタ  

グが違えば，関連した情報を辿ることができない  

という問題点がある．また，共通のタグを所有す  

る情報を調べることはできるが，付与したタグの  

意味に拾った関連情報を調べることはできないと  

いった問題点もある．   

3．集合知再構成手法  

3．1提案手法   

以上の検討から，本研究では，各集合知の問題  

点を踏まえた再構成手法を投棄する．各集合知に  

おける問題点を表1に示す．これらの問題点に対  

し，本研究では，他の集合知の情報を再構成し提  

示することで解決しようと考えた．  
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度の判断材料を提供するものである．ソーシャル  

ブックマークでは 特定のウェブページに対し，  

どの程度ブックマークされているのか，またどの  

ようなタグ，コメントがついているのかという情  

報を保持している．これらの情報を百科事典の項  

目に加えて提示することで，多くのユーザがブッ  

クマークしていることによることによる信頼性や，  

タグに含まれるコメントから項目に対する問題点  

などをユーザに提供できると考えた．例えば，「ネ  

ットイナギ」という項目の百科事典のページ（図  

3）に対して，ソーシャルブックマークサイトの  

このページヘのブックマーク数とコメントを表し  

たページ（図4）を提示する．   

ネットイナゴ  

表1集合知における問題点  

集合知の種類  問題点   

Q＆Aサイト  回答がつく保証がない   

百科事典作成  イ諦性に欠ける   

ソーシャル  
意味的な関連情報の提示がつきにくい   

ブックマーク  

3．2 再構成の具体例  

a．回答の補完   

回答の補完吼 Q＆Aサイトにおいて，必ずし  

も答が返ってくるとは限らないという問題に対し  

て，百科事典を用いて回答を提示することである．  

図1は，n加deというソフトウェア利用について  

の質問である．2007年10月3日の略点では，回  

答がない．この質問に対し，百科事典の総合的な  

解説を付与することで，回答を補完する．例えば，  

示すような図2にキーワードに対する百科事典の  

項目を示す．このように，百科事典の項目をQ＆A  

の質問に関連するキーワードごとに示すことで，  

問題解決が可能となるような知識創出の機会が得  

られる．  

す向日噂：2007′1n′3糾：J帥2I新崎簡：一日僧  

【鯉濫；M釦kでデジカメの勤菌を編集耶にとができますか？  

川oYbモデジカメの地番竜鑓纂すもことがでさますか？  

ちなみにわたし¢デジカメは50IⅣ¢サイバーショウトで、ファイヤーワイヤーはついていませんでUヒ．  

わかも方甘い射止ち敢えてください●   

E筈敷川 おむ⑪26根  

図1Q＆Aサイトの回答のない質問  

出《▲フリー百科亨欄lウィキベディア（州毎p亡dla）」  

事サトイナゴとは、インター事由上の電子掲示板やウイト、プログ鬱内Iiでやっmlたインター辛．シトコミュニティに  

別の電子沌示板やアブイリエイトブロク、ニューユウイトやネットランナー曹の＼〃EB紹介繊氏、昭の招剰uリ  

瞬間的にかつ大量に胤′かける不特定手数の集団のことを托すネットスラング．コミュニチイの≠伊抒驚‡乱．て赦  
の亀力でコンナンシモ★い荒らし、ウイトやサー′トの凛甘こすち支障をきたすことが良男のイナゴの生鳳℡憺  
に似nlもことカ、ら慣別呵に匿名コミュ＝チイ亨で便われてざた用たで鵡る．  

20D即事5月ココ日、r曲∩？Jalうプロクのネット奄員に代ゎる呼称モ牧村する記事かプロク仰で結應モロR′、同  

月中にほ－ぬディアで優用菖れていた形抄があるlり．ここで辻8モ集めたため思想的背景や明富な忠志がある  
荒うし集団モ指すと麒解きれかちた机本剋よー緻の晶力で先々あったネットコミュニティやコンテンツモ食い尽くす  
不特定姐の兜喋でしかない．  

図3 百科事典の「ネットイナゴ」の項目  

○刀y卯月318農b指血止咄弼：丑．ネッナづナ＝Iいつの聞出、でざてた．∴こ  

○コⅣ抑即38 此二巾I■兢．｝モb．惑滞盈双不明とかユルい亭わー払lてあった¢n迫g己し軋′た．哀  

○：蚊Ⅳ年Ⅳ用y巳老t噂小独猟h．加m＝黙  

○加7郷月l相違叫喚叫軌つだな，㌻二 

○轡年耶1柑誠一馴曲別和一中点。頑や繭定義・tミ  

○刀y年隔月1門‖諷由比血城東申lギ‾て  

“鱒鱒糊柑膏血亜．■：き  

図4 百科事典の特定の心一ジについてのブックマーク情報   

e．意味的な類似キーワードの付与   

ソーシャルブックマークでは，同じタグが含ま  

れた情報は調べることが可能であるが，意味的に  

関連する情報についてはタグが付与されていなけ  

れば調べることができないという問題点があった．  

図5は「筑波大学」というキーワードについてソ  

ーシャルブックマークで検索したスクリーンショ  

ットである．これに対して，百科事典を用いた関  

連項目の提示を行うことで，意味的に類似する情  

報の提示を行うことができる．これにより，タグ  

では現れない情報へと導くことができ，ユーザの  

新たな知識創出の機会が得られると考えた．図6  

は百科事典の「筑波大学」の項目の中の関連項目  

を示している．  

iMovieee 

出典ニフリー百科事典『ウィヰベディア（W雨Pedね）j  

iMoYiさ（アイムービー）と1ま、アップルの「iLife」に含まれるビ   

デオ編集ソフトである。2口85年1月、バージョン5となる   

iMovieHDにて、コンシューマ向けソフトとしては手刀めてHDV   

フォーマ、ントに対応した。   

画像ファイル、映像ファイル、オーディオファイルを用い作っ   

た映像を、様々なファイル形式で出力する事が出来る。   

Fi「eWi「e経由で撞紙されたデジタルビデオカメラから映像を   

取り込む事も出来る∴動作環境はh佃cOSX。  

図2 キーワード闇血涙e」に対する百科事典の項目   

b．百科事典の項目への意見付与   

百科事典の項目に対する意見付与は，信頼性に  

かけるという問題点に対して，ソーシャルブック  

マークでのブックマーク数の付与によって，信頼  
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これより，本システムでは，各集合知の構造を踏  

まえた情報取得を行い，必要な情報のみを取り出  

す．そして，これらを取り出した情報を再構成し  
提示するシステムの実現を目指す．図7にシステ  

ムの概要を示す．   

本システムの構成要素は，データ収集部，デー  

タ再構成部，データ表示部の3つである．各集合  

知の構造を踏まえた情報取得を行い，必要な情報  

のみの取り出しをデータ収集部にて行う．これら  

取り出した情報の再構成をデータ再構成部にて行  

う．最後にユーザヘの提示をデータ表示部が行う．  

はて醐＞盟＞関大字  

等タグ「筑波大学」を含む注目エントリー隈現地怪引去蚤  

○キ一フードページ：琵狸車掌  

0公式サイト：①郵掛鮮，llれ＝＝こj・・  

溺ロボ・ツトWe帥：〉今後の脚に共時清々の皆矧こ法る   

勺一 ．；ミ  のIt引ユ  

tよはてなgはてなTシャツ訊⊥l  はてなダイアリーはてなダイアリーキーワードエントリキーワ  
ード   

かノーゝくご姉蘭帽領有だ覇塙署筆致零声損  

に 示されn、る、－ ■憤・C00kし0亘ご王立ユリ⊥北  
（3一段臨這乱闘旭洋が載Ⅴ引里  

・3・朱鳥大学虞誓せ耽溺Tゝ   

図5 「笥波大学」のソーシャルブックマークでの検索結果  干→鼓承舟  

関連項目  

ー 東日本の大字一覧  

■ 国立大学一覧  

■ 高度情報通信人材育成に向けた協力拠点  

図6 百科事典の闇波大学」の中の関連項目  

以上3例について，再構成に利用した集合知を  

まとめたものを表2に示す．   

4．集合知再構成システム  

4．1システム概要   

以上述べた再構成の具体例を実現するシステム  

について述べる．本研究では，複数の集合知を用  

いて再構成を行う。このとき，具体例で示した3  

例では各集合知に含まれる情報全てを用いたわけ  

ではなく，一部の情報を用いて再構成を行う．  

表2 具体例と再構成に用いる集合知  

図7 システムの概要  

4．2 再構成の仕組み  

4．2．1回答の補完   

まず，回答のない質問を「払Il00！知恵袋からRSS  

を取得し，パースすることで質問文のみを検出す  

る．次に，検出した質問文の中から，主要なキー  

ワードを形態素解析によって特定し，そのキーワ  

ードの説明をデ∵夕べ－スから探す．このデータ  

ベースには，あらかじめⅧ最pe鮎且からダンプデ  

ータを取得し，構造をパースして，項目名と項目  

の内容を格納しておく．もし，キーワードに対応  

する項目があれば，項目の内容を付与し，なけれ  

ば関連度の高い順に情報を提示する．ここでの関  

連度は，Ⅶ追pe血aの提示する関連度を用いる・  

回答の補完の流れを図8に示す．  

ソーシヤ／レ  百科事典  Q＆A  

ブックマーク  作成   サイト   

回答の補完  ○   ○   

百科事典に  

対する意見付与   
○   ○  

意味的な類似  

キーワード  ○   ○  

の付与  
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②Qの中の名詞傭出   

／一一‾‾‾’■、－＼、  
②キーワードの項目を機業  （‡氾に入がない鳩舎  

抽出した名詞の項目を捜素  
8）Qの抽出  

くニ：二〉  

］、●二   二．二 

王こ1ニ摘果二1重  

宝  

図8 質問への欄答の流れ  

4．2．2 百科事典に対する意見付与   

ユーザが利用している項目からⅦ嵐ped血の  

tJRLを特定し，そのIJRLに対してのブックマー  

ク数をはてなブックマークからⅥ屯bサービスを  

用いて取得する．ブックマークのタグについては，  

RSSをパースし，取得する．百科事典に対する意  

見付与の流れを図9に示す．  

③ブックマーク情報と百科事典  
の鋸遮キーワードを再構成  

2  

図10 意味的な類似キーワードの提示の流れ  

4．3 実行例   

図11はシステムにアクセスしたときのインタ  

フェースである．この時に，ユーザはキーワード  

を入力する．次に図12のように入力したキーワ  

ードについて，各集合知における情報を表示する．  

また，各集合知に含まれる要素をi簑沢するコント  
ロールパネルを右下に表示する．ユーザは図12  

の右下のコントロー／レバネルから再構成する集合  

知の情報をチェックボックスで選択し，集合知統  
合利用ボタンを押す．するとシステムは，ユーザ  

の選択に基づいて，表示部にデータを再構成する．  

再構成されたデータを受け取り，図13のように  

インタフェースに表示する．  

5．おわりに   

本研究では，単体の集合知における問題点につ  

いて検討を行い，それを解決するために，複数の  

集合知を組み合わせた再構成手法を提案した．ま  

た，システムのプロトタイプを実装し，集合知の  

再構成の具体例について検討を行った．本システ  

ムによって，各集合知が持つ情報を，部分的に再  

構成して表示することが可能となり，問題解決の  

みならず，ユーザが自由に新しい知識を創出する  

ためのプラットホームを実現できるようになるの  

ではないかと考える．今後は，本システムを用い  

た評価実験を行い，ユーザが実際にどのような新  

しい知識を創出するのか，またそこから創出され  

る知識モデルがどのようなものとなるのかについ  

て検討を行っていきたい．  

◎項只のブックマーク同い合わせ  
q）特定の礪月抽出  

蔓ニ  

耳二丁、♪  

望   

①首割事典の項目と  
ブックマー・ク情報を再構成  

図9 百科事典の項目に対する関連意見の流れ  

4且3 意味的な類似キーワードの付与   

RSSを用いて特定のタグが付与されているブ  

ックマーク先，ブックマークタグをはてなブック  

マークから取得する．また，そこで取得に用いた  

キーワードの類似キーワードをデータベースから  

取得する．データベースには，あらかじめ  

Ⅶ柚e戯且からダンプデータを取得し，構造をパ  

ースして，項目ごとにリンク先，被リンク先を集  

計し，格納しておく．回答の補完の流れを図10  

に示す．  
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図11システムトップインタフェース  

図13 集合知統合インタフェース   
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